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＜連絡事項＞
・忘年会余興の参加募集少ない為、再度募集の連絡が提示されています。各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・小向　静江様～MRSA再検査の指示があり、明日、MRSAスクリーニング（咽頭）実施予定です。

・瀧澤　杏奈様～9：00～12：00まで、八戸赤十字病院外科へ定期受診に行っています。
　　　　　　　　採血の結果異常なしとの事。メルガゾール5㎎1錠60日分継続処方となっています。鑑別依頼、Dr確認済みです。
　　　　　　　　次回、2月15日(金)9：00～12：00予定。昼食に関しては、外で摂取か帰院後摂取かご家族へ確認をしてください。

・齋藤　光枝様～振戦が続いており、バルプロ酸Na(100)2Tは終了し、ロラゼパム(0.5)2T　2×朝夕後　7日分臨時処方となっています。

・千葉　光広様～腰痛の訴えがあり、スミルスチック1本処方となっています。

・内田　都影様～姉様の面会があり、病棟行事代200円、その他嗜好品、現金1450円持ち込みがありました。


＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～気分高揚気味であり、リハプログラム体育館のウォーキング大声で「ラジオ体操するぞー」と大袈裟に行動する事がありますが、迷惑行為なく、他者とのトラブルとなる事もありません。服薬も問題なく服用されています。引き続き、睡眠状況、行動の観察し、トラブルにならないように経過見ていきましょう。

・成田　富士子様～本日は、他者に対して気にする事もなく、午前中の作業へ拒否なく参加されています。頓服服用もありません。穏やかに過ごす事ができています。引き続き、他者との交流状況や精神症状を確認し、訴えを傾聴していきましょう。

・内田　都影様～多弁で落ち着かず、自己中心的な言動が目立ち、要求が通らない事で、不満を述べて自制出来ていない様です。「自分では、2食が体に合っているから」と昼食は不食されています。表情にも険しさありますが、怒ってくる事はありません。引き続き、他者トラブルに注意し観察していきましょう。

＜田名部Drケース検討・退院支援員会＞
・千葉　光広様～おやつ摂取を意識して減らす様にした結果、96㎏あった体重は、12/10時点で92.7㎏と約4㎏減量されています。腰痛については、「まだある」との事。作業療法は、漫画本を読んでいる事が多いようです。青山荘へ行けるように勧めていきましょう。保護者である母様ご存命の内に、受け入れ先を検討していきます。

・犹守　佑太様～今後も外泊を予定しているが、子の外泊の様子を家族にも見ていただき、退院できるかどうか検討していくようにする。精神症状面でも陽性症状は潜在化していると思われる。作業療法は読書している事が多い。受け答えは淡白であるがそれなりに丁重な態度でいる。12月24日～2泊3日で外泊予定。その際、御家族と退院について話合ってくるとの事です。その結果を踏まえ、家族来院時、面談希望をするかどうか、確認をしてください。毎週金曜日の15時以降であればDrは可能との事です。

・瀧澤　杏奈様～外泊も行っていて以前より良い状態になっているとの評価が両親からもある。夜間睡眠はとれていて、精神症状面でも「妊娠している」等の妄想言動は聞かれなくなっている。今後も外泊は繰り返していただき、年明けにでも退院について家族と話しあっていく予定とする。引き続き、精神状態が安定した状態で自宅へ戻れるよう支援をしていきます。

・齊藤　光枝様～最近の様子としては、特に変わったところはないが、先日、母親が面会に来た際に、首が揺れている所が気になると母は話されていたという。移動は、歩行器や車椅子使用しながら行えるようになってきている。診察時は、やはり頚部や上肢の揺れが見られることがあるが止めれば止められるようである。夜間睡眠はとれている。疎通性は良好です。日中は、ホールに出て、脳トレーニングの本を読んで取り組んでいます。

・松川　久雄様～アルコール依存症治療プログラムは終了し、今は断酒会等の方に参加もしています。他の患者話を聞いて自分より酒量が多い事などに驚いたりもしたという。飲酒欲求は無いと話している。気分面でも抑うつやいらいらもなく食欲も保たれている。冬の期間の入院を予定している。

・成田　富士子様～病棟内では他の患者達の行動が自分に対してあてつけているようなものではないかと曲解して、苛々を強めていることがある。頓服していることが多いが、本日は比較的落ち着いている。ただ、まだ対人的な面で過敏になり被害的になる様子も目に付く。普段、何事もなかったように明るくふるまう事もあるが、それがかえって逆効果であるという。冷静に他者の言動を観て、自身に対する行動であるのかどうなのかを見極める習慣を持っていただく様に勧める。

・高橋　伸治様～退院後の生活については、身体障害者が入れるような施設に入所できる方向で勧めていきましょう。今後、各治療プログラムにも続けて参加出来るように、生活リズムも整えて行けるように介入していきましょう。

・小向　静江様～最近の状況としても特に変わったところはなく経過していて、夜間睡眠はとれていて食事摂取もできているところである。身体面では、大転子部の褥瘡処置を行っているところであるが、それ以外に運動能力の低下などもなく、普段は作業療法にも参加している。気分面での抑うつや発動性の低下などもないと思われる。皮膚科処置、ガーゼ保護継続。

[bookmark: _GoBack]・高田　マキ様～シクレストから、インヴェガに変更しているが、本人はこの薬が良いと感じているようであり「酵素だから腹もちがいい」という評価である。シクレスト辞めてから舌や口内の疼痛もないという。精神症状的には、概ね落ち着いている所である。「妊娠」については「破水膜が厚いとなかなか生まれてこないんだって」など話している。「（妊娠）9か月」出ると言うが、その一方で、前者のような出産に対して否定的な話をしていることで、妄想については軽減しているとも思われる。受け入れ先の確保が困難な状況。今後施設入所を検討していきます。

・越後　京子様～最近の様子としては、リハプログラムや作業療法へ休まずに取り組まれているようです。他者交流も出来ています。弟様より、70歳なられると、保険証が変わるとの事。弟様が今後手続きしていくとの事です。
